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本稿では､まず､長崎大学で実施 している ｢会話パー トナープログラム｣
をチューター制度と比較 し､その性格と目的をはっきりさせた上で3､会話パ
ー トナー ･ハンドブック作成までの経緯と､改訂部分を含む具体的な内容に










ーターの立場は基本的に支援者であ り､学習 ･研究上の支援 とともに生活上
の支援も行う｡



















なり少ない｡日本人学生 と知 り合いになりたいと思っている留学生 も､勉

















































ー ･ハンドブックVer.2』(B5版85ページ)10 を作成 した｡初版では､異文化
接触場面での注意事項等をトピック別にまとめていた部分を､｢コミュニケ-











































して取 り上げ､活動に際して注意すべ き事項として明確に提示 し､説明する
よう心がけた｡また､媒介言語となる日本語でのコミュニケーションのとり
方についても､問題となる点を列挙 し､具体的に説明している｡
これに対 して､④では､問題となる事項を事例 として取 り上げ日本人学生
の注意を喚起するという形式ではなく､キャンパスライフも含めて日常生活





































ぞれについて､2つから6つ､エピソー ドとして取 り上げられている｡ エピソ







34 会話パー トナー ･ハンドブックの作成と改訂
2.料理










①約束の時間 ②パ ーティー ③急がなくていいよ｡
7.友人関係


















長崎大学留学生センター紀要 第12号 2004年 35
て､活動 を始めたきっかけからこれまでの経験､学んだこと等について､座
談会形式で自由に話をしてもらうよう依頼 した｡この座談会をビデオに録画




ログラムを運営する留学生センターの教員 (筆者)にコンタク トを取 り､面
接 を受けることになっている｡ プログラムの説明はハ ンドブックを使用 して
行 う｡ 日本人学生がプログラムの趣旨を理解 し､登録カー ドに記入 した時点










んだ感想を聞 くことにしている｡ 多 くの学生が一通 り読んできているが､以
前に留学生 との交流がある者 とない者 とでは､コメン トの内容がずいぶん異
なる｡ 交流経験がない者の場合､｢おもしろかったです｡｣｢日本語でうまく話
せるか､心配です｡｣ というコメントがほとんどである｡ これに対 して､それ




留学生 との交流経験 を持たなかった日本人学生 も､会話パー トナーとして
活動を始める前にハ ンドブックを読んだ時は､あまり "ピンとこなかった"
ことが､留学生 との活動がある程度続いてから改めて読み返 してみると､自




会話パー トナープログラムのメンバーとして登録 し､留学生のパー トナー
として継続 して活動 している日本人学生は､留学生との会話のス トラテジー
を少 しずつ身に付けてきていると言える｡
4-2 用途の可能性


































明や紹介が試みられている本は数多 く出版 されている｡ また､特に日本企業
で働 く外国人を対象 とした､会社での人間関係､慣習にかかわる本 も出版さ




象 とした､研究室での人間関係､日本人学生 ･教員 ･事務員 とのコミュニケ
ーションのとり方を中心 としたハンドブックが既に作成されているかもしれ
ない｡複数の大学の教員が協力 して､各大学がある程度共通 して使用できる





1 長崎大学におけるチューター制度 と 『チューター ･ガイ ドブック ー制度の
概要とチューターの心得 -』については､以前､松本 (2003)で詳 しく述
べた｡
















8 メーリングリス トは､会話パー トナーである日本人学生同士の情報交換お
よび知識 ･体験共有の場 として活用すること､また担当教員への質問 ･連
絡等にも利用 し､プログラムの活発化 と円滑化を図ること､を目的として
いる｡
9 会話パー トナー募集は､留学生の新規来 日の時期 (4月と10月)にあわせ
て行われる｡
10『会話パー トナー ･ハ ンドブックVer.2』(2003年4月発行)は､各国立大
学の留学生センター宛に1部ずつ送付 した｡
ll2004年3月に3度 目の改訂作業を行い､現在は 『ver.4』を使用､配布 して
いる｡
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